








5.結語 

半月体形成,癒着を高率に起こしうるラット実験的腎炎モデルを提出した。 

癒着の成り立ちにはボーマン嚢上皮細胞が糸球体基底膜の部分的上皮細胞の剥離したとこ

ろを覆い,ボーマン嚢基底膜に接続する細胞外成分を作る過程が重要である。糸球体の巣状

硬化病変,硝子変性におち入った部位をボーマン上皮細胞が覆う所見は,ヒトの巣状硬化病

変の形成過程と共通するものであり,慢性化の進展形態所見として注目すべきものである。 


